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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは、記録を読んでから欄に捺印する

事。

＜連絡事項＞

· タイムカード押し忘れの方、今日までの支払い期日となっています。

· 医局、猪俣Ｄｒの机の位置が変わっています。←東北大の医師の場所になります。

· ＰＨＳ携帯者変更　　村上課長ＰＨＳ→高井課長。村上主任ＰＨＳ→川端Ｄｒ。

· 今週の歯科は２/９（水）となります。（２/１１は祭日の為）

· ２/１８（金）症例検討会予定です。

· ＳＳＴ研修予定（心理主催）あり、指示確認してください。

· 薬の刻印変更あり（錠剤に表示されているマーク）

→　アモバン（７.５）、ダイアモックス、タガメット

· 院内各研修終了者がわかるようにネームにシールを貼る件は却下となります。

→看護としてはカード作成でわかるようにしていきたい。

· 回覧はアイオフィスではなくＷＩＺで行う事となっています。間違わないようにして下さい。

· 決裁ルートの変更が必要なものは（管理職対象）庶務室へ一報の事。

· 名札が身につけられていない。カーディガンの内側に名札が隠れてしまっている。名札を逆に入れているスタッフなど、適切に使用されていない状況が目立ちます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

何の為の名札なのか考える事、現場指示としての接遇委員会の取り組みが必要である。

· 各病棟（北病棟以外）バルサンを計画にそって実施中。アルバイト学生から「疥癬がでているので休ませてください」と話があるが、そのような理由での勤務姿勢は認められないと病院より判断されている。病棟としてもアルバイト学生の対応は確実に行なうこと。

＜疥癬の対応について＞

・ユニフォームと私服の区別は出来ているか？着替えているか？

・（必要によって）６１０ハップ浴出来ているか？

・衣類を熱湯につけているか？

バルサンの実施は　東病棟は（土）（日）　西病棟は（日）　南病棟は（日）（火）です。

「失外套症状群とは？」

　大脳の外套の広凡な機能障害によっておこる。脳外傷、脳炎、一酸化炭素中毒、その他の器管性疾患に際も現れる。痴呆や意識障害ではないとされているが、意志欲動の減退があり、習得した意味のある行為の遂行が困難となり、無言で無動、疎通性不能となる。身体症状として原始反射、脅迫笑、泣、筋緊張なども出現する。

水梨様はどんな様子か？

· スタッフを掴む。

· スタッフの足に自分の足をのせる。

· 介助（食事）に対しつっぱる。

　　　　　　↑

安心を提供するためにスタッフは何が出来るか考えましょう。







